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シ
争
ン
ト

最
近
の
状
況
か
ら

釧
路
地
方
腎
友
会

　
　
　

会
長
上
田
弘

◆
役
員
手
当
に
つ
い
て

　

今
年
度
の
総
会
時
に
、
緊
急
決
議
と
し
て
議

長
さ
ん
の
裁
量
で
、
釧
腎
会
役
員
に
手
当
を
支

給
す
る
事
が
決
議
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
先
月
号
の
「
た
ん
ち
ょ
う
」
で
、
市

立
病
院
の
佐
藤
信
保
氏
よ
り
具
体
的
（
金
額
・

支
給
方
法
な
ど
）
な
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
先
日
の
役
員
会
に
お
い
て
、
役
員

手
当
の
件
に
つ
い
て
協
議
し
た
と
こ
ろ
、
支
袷

Ｘ
施
を
見
送
る
事
で
翠
雇
杭
一
致
し
ま
し
た
。

　

そ
の
理
由
と
し
て
は
、

・
役
員
手
当
ｔ
支
出
す
る
、
継
枕
し
た
財
源
が

　

不
確
実
で
あ
る
こ
と
。

　

（
役
員
手
き
と
な
れ
ば
、
本
会
計
で
支
出
す

　
　

べ
き
で
、
そ
の
財
塚
ｔ
見
い
だ
廿
ぶ
‘
い
）

・
手
ｉ
に
よ
り
、
役
員
と
し
で
重
大
な
責
任
を

　

負
わ
さ
れ
る
感
じ
が
す
る
こ
と
。

　

（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
や
っ
て
い
４
事
を
、
手

　
　

当
に
よ
り
、
「
役
員
が
や
る
の
が
当
然
」

　
　

と
い
ヽ
７
状
況
に
な
っ
て
は
ま
ず
い
）

・
自
分
達
の
事
を
決
定
す
る
の
は
不
本
意
で
あ

　

る
こ
と
。

　
　

（
役
員
以
外
の
人
で
検
討
し
た
方
が
良
い
）

　

な
ど
に
よ
り
、
議
長
さ
ん
や
賛
同
し
て
下
さ

っ
た
佐
藤
さ
ん
に
は
大
変
申
し
訳
あ
・
り
ま
せ
ん

が
、
役
貝
手
当
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
携
討
課

題
と
し
ま
し
た
。

◆
全
腎
協
の
会
費
に
つ
い
て

　

私
違
腎
友
会
の
全
国
組
織
で
あ
る
全
国
腎
臓

瘤
愚
者
連
絡
協
議
会
（
全
腎
協
と
い
う
）
で
は

数
年
前
か
ら
財
政
が
圧
迫
さ
れ
て
、
特
別
命
計

　

（
国
会
諭
願
募
金
な
ど
）
を
切
７
崩
し
て
、
し

の
い
で
い
た
よ
う
で
す
．

　
　
　
　
　

．
『

　

今
年
度
の
全
腎
協
総
会
で
は
、
全
腎
協
会
費

の
値
上
げ
（
現
行
・
一
ヶ
月
・
一
〇
〇
円
）
が

提
案
さ
れ
、
今
年
一
年
か
け
て
検
討
す
る
事
に

な
っ
て
い
ま
し
た
．

　

釧
路
地
方
腎
友
会
で
は
、
二
・
三
の
会
員
か

ら
「
値
上
げ
も
、
や
む
お
え
な
い
」
と
い
'
O
意

見
が
あ
っ
た
だ
け
で
し
た
．

　

そ
れ
で
、
遇
日
の
役
員
会
に
お
い
て
、
大
賢

で
は
あ
る
が
「
値
上
げ
や
む
な
し
」
と
い
ｉ
事

で
集
約
を
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
．

　

ま
た
、
道
腎
協
の
役
員
会
も
．
全
地
区
が
「

値
上
げ
や
む
な
し
」
の
書
見
で
統
一
し
、
全
腎

協
の
役
貝
会
に
の
ぞ
む
事
に
な
ウ
て
い
拿
す
．

　

現
在
の
状
況
で
は
、
全
腎
協
の
爵
幡
で
も
食

費
の
値
上
げ
が
決
定
さ
れ
る
の
は
、
間
還
い
な

い
で
し
ょ
う
．

◆
各
思
者
会
の
連
帯
に
つ
い
て

　

私
達
は
腎
臓
病
患
者
で
す
が
、
私
達
が
加
盟

し
て
い
る
「
北
海
遭
難
鰐
運
｀
に
は
色
々
な
珊

気
の
人
達
が
加
盟
し
て
お
昨
’
、
お
互
い
に
助
け

合
い
な
が
ら
活
動
ｔ
貌
け
て
お
ひ
ま
す
･

　

透
析
愚
者
に
対
す
Ｉ
各
一
髪
度
の
寞
覗
ｋ
’
、

他
印
体
の
応
援
が
あ
っ
た
か
ら
異
現
し
４
ｉ
-
ａ
の

が
多
い
の
で
す
．
「
自
分
達
だ
け
が
良
け
れ
ぱ

い
い
」
と
い
う
考
え
で
は
、
今
後
、
私
達
が
活

動
を
展
開
す
る
う
‘
疋
で
、
協
力
を
も
ら
え
な
い

と
い
う
状
況
に
陥
ら
な
い
と
も
限
り
ま
せ
ん
．

　

病
気
は
違
っ
て
も
、
「
お
互
い
愚
着
陶
士
」

で
す
．
難
病
連
活
動
・
行
事
に
是
非
、
弊
履
屏

ど
御
脇
力
を
願
い
ま
し
て
、
共
に
肋
け
會
い
な

が
ら
活
助
ｌ
稗
呼
Ｉ
し
よ
う
．

-－１



　

１
戸
八
日

　

分
目
こ
片
の
I
"
腎
キ
ャ
ン
ペ
ー

ダ
∵
こ
バ
ビ
Ｐ
こ
の
国
会
請
願
署
名
』
の
街
頭

行
動
が
、
腎
友
会
会
員
一
干
数
名
の
参
加
の
も

と
、
無
事
終
了
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
暖
か
い
街
頭
行

動
で
あ
り
、
折
し
も
釧
路
市
長
・
市
議
選
の
初

日
と
あ
っ
て
、
街
の
中
は
選
挙
力
－
の
音
で
に

ぎ
や
か
な
一
日
で
し
た
。

　

例
年
は
、
腎
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
だ
け
で
実
施
し

て
い
た
街
頭
行
動
も
、
今
年
は
Ｊ
Ｐ
Ｃ
の
国
会

請
願
署
名
行
動
（
他
団
体
の
参
加
者
は
な
し
）

も
同
時
に
行
い
ま
し
た
。

１

叙

　

昭
和
五
十
三
年
か
ム
続
け
ら
れ
て
い
る
釧
腎

会
の
『
年
賀
・
喪
中
ハ
ガ
キ
の
印
刷
斡
旋
』
活

動
は
、
今
年
も
実
施
す
る
時
期
が
来
ま
し
た
。

　

取
扱
ｔ
ひ
呪
等
に
つ
い
て
は
昨
年
同
様
で
、
各

病
院
の
役
員
が
協
力
し
な
が
ら
取
り
組
み
ま
す
。

　

な
お
、
新
し
い
患
者
さ
ん
等
は
。
取
砥
要
領

を
各
病
院
の
役
員
と
か
会
員
に
聞
い
て
下
さ
り

　

ま
た
、
分
か
ら
な
い
点
に
つ
い
て
は
、
会
長

ま
で
連
絡
願
い
ま
す

価
格
：
Ｉ
色
・
】
Ｏ
Ｏ
枚
・
二
〇
〇
〇
円

　
　
　
　

二
色
・
一
〇
〇
枚
こ
一
八
（
Ｊ
Ｏ
円

年
賀
ハ
ガ
キ
の
売
り
出
し
は

　
　
　
　
　
　
　
　

十
一
月
二
日
で
す
。

　

ハ
ガ
キ
は
印
刷
会
社
で
用
意
し
て
い
ま
す
が
、

数
量
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。
ハ
ガ
キ
を
お
杵
ち

で
な
い
方
は
、
早
め
に
注
文
願
い
ま
す
。

　

ま
た
、
喪
中
ハ
ガ
奪
の
印
刷
も
同
時
に
受
け

2、

付
け
て
い
ま
す
の
で
、
御
利
用
願
い
ま
す
．

　

一

弘
達
患
者
の
「
医
療
並
び
に
福
祉
制
度
」
の

・
同
上
否
回
Ｉ
ビ
、
今
年
度
も
『
腎
友
会
と
Ｊ

ｊ
－

　
　
　

Ｊ
！
ｌ
！
’
≒
・
ｊ
“
Ｉ
Ｆ
ｒ
Ｉ
゛
１
↓
―
降
り
‐
‐
″
‐
５
ｆ
ｌ
・
4
1
1

コ
．
巳
会
談
藻
署
名
・
募
金
活
動
が
始
ま

り
’
・
ご
Ｉ
ス
’
．

　
　

∵
八
当
り
．
二
～
友
会
分
と
Ｊ
Ｐ
Ｃ
分
を
各
々

一
‐
７
．

一
Ｉ
ｅ

千
し
む
．
ご
を
配
布
し
ま
す
の
で
、
親

吸
∴
ヤ
ッ
ー
≒
八
・
職
場
の
人
な
ど
に
お
願
い

し

　

皆
さ
ん
完
・
全
に
消
化
し
て
下
さ
い
。

　

例
年
、
『
自
分
の
署
名
も
し
な
い
人
』
と
か

「
署
名
用
紙
を
紛
失
し
て
し
ま
う
人
」
な
ど
が

い
ま
す
。

　

自
分
遠
の
制
度
改
善
を
行
う
為
に
実
施
し
て

い
る
も
の
で
す
。
他
人
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

せ
め
て
『
二
十
名
の
署
名
』
だ
け
は
、
み
ん
な

で
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

　

も
し
、
あ
な
た
が
出
来
な
い
分
は
。
同
じ
病

院
の
別
の
人
が
カ
バ
　
１
し
て
い
る
の
で
す
。

　

よ
く
考
え
て
下
さ
い
。

　

提
出
期
限
は
、
各
病
院
で
決
め
て
い
ま
す
。

そ
の
期
日
を
厳
守
願
い
ま
す
。

【
注
意
事
項
】

　

・
署
名
者
の
『
印
鑑
』
を
必
ず
押
印
し
て
下

　
　

さ
り

　

・
ボ
ー
ル
ペ
ン
等
で
書
い
て
下
さ
い
。

　
　

（
鉛
筆
は
使
わ
な
い
で
下
さ
い
）
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戦

後

流

行
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流
行
'
:
~
.
≫
v
で
み
た
時
代
の
風
景
．
な
つ
か

し
／
Ａ
わ
れ
る
方
が
い
る
か
も
‘
…
．

あ
な
た
の
Ｉ
ま
れ
た
年
に
は
こ
ん
な
蓼
が

（
*
ｆ
ｅ
v
)
-
Ｈ
:
:
;
３
方
、
ゴ
メ
ン
ナ
サ
■
　
)

・
昭
和
2
0
年

ピ
カ
ド
ン
て
収
戦
。
占
領
軍
を
進
駐
軍

と
い
う
、
旧
民
す
べ
て
虚
脱
状
態
の
と

き
、
｛
‥
・
‥
揉
総
理
。
は
一
億
総
ざ
ん
げ
を
叫
‘

え
'
＾
"

^
"
■
'
^
＾
、
パ
ン
パ
ン
、
ｒ
雰
人

‐
。
ダ
フ
吼
、
シ
”
　
^
g
L
-
'
a
ｙ
･
＾
化
の

嵐
。
四
等
閥
と
い
な
f
j
れ
。
戦
化
、
Ｄ

Ｄ
Ｔ
。
ラ
ジ
オ
は
『
異
相
は
こ
・
つ
だ
”

と
あ
ば
さ
た
て
る
。

●
昭
和
2
1
年

元
旦
に
人
間
天
e
i
t
ｓ
ｆ
ｉ
ｅ
、
つ
づ
い
て
全

国
行
脚
の
ｆ
Ｋ
４
!
!
は
『
ゐ
り
そ
う
J
　
＊
.
・
?

ｔ
ｔ
?

-
Z
-
３
'
＾
f
l
t
i
<
≪
-
-
＾
帰
国
し
た
野
坂

参
三
の
『
愛
さ
れ
る
共
産
党
』
と
と
-
ｏ

に
二
大
流
行
話
-
≪
Ｃ
:
i
る
．
新
川
Ｉ
店
、

竹
の
Ｉ
．
Ｆ
唯
活
．
ヤ
マ
成
金
．
栄
養
火
調

暇
災
販
児
．
物
交
．
メ
チ
ー
ル
富
売
．

か
つ
ぎ
F
-
"
カ
ス
ト
リ
文
化
、
赤
疎
・

膏
球
．
・
’
フ
ノ
オ
て
は
「
ご
名
答
／
■
J

●
昭
和
刀
　
　
年

感
性
イ
ー
ノ
フ
レ
と
新
興
宗
教
続
出
の
年
．

二
・
一
ゼ
ネ
Ｋ
ｊ
.
は
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
に

巾
止
さ
れ
た
．
古
田
片
相
が
労
勁
樋
合

３－-

木

　

村

　

釧
路
で
今
夏
量
尚
の
暑
い
日
（
八
月
五
日
）
、

難
病
連
の
全
道
集
会
が
十
勝
・
音
更
に
て
開
か

れ
ま
し
た
。

　

原
個
も
治
康
法
も
解
ら
な
い
難
病
。
実
に
さ

ま
ざ
ま
な
病
い
が
あ
る
事
も
知
り
、
改
め
て
驚

い
た
次
第
。

　

ボ
ラ
ｖ
・
テ
ｆ
ア
の
人
々
に
助
け
ら
れ
な
が
ら
、

当
番
の
卜
勝
の
患
者
さ
ん
違
は
、
北
海
道
の
あ

ら
ゆ
る
万
面
か
ら
＼
'
:
-
Ｈ
つ
た
私
達
の
為
に
、
一

生
懸
命
働
い
て
い
た
。

　

宿
に
着
く
ヒ
同
時
に
、
自
分
達
の
手
で
作
っ

た
と
い
・
で
『
ジ
で
ガ
イ
モ
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
』

を
ご
馳
老
に
こ

　

・
こ

　

翌
日
回
付
、

　

」
折
の
分
科
会
に
参
加
し

た
。
講
師
は
斧
パ
／
り
こ
ツ
ク
の
中
尾
昭
洋
先

生
で
え
る

　

演
題
は
『
長
期
透
析
老
巧
合
併
症
に
つ
い
て
』

で
・
う
・
ブ
ヘ

　

と
ヤ
ノ
｝
は
河
時
』
か
ら
か
と
云

乙
へ
７
　
似
～

　
　

ヰ
以
上
。
そ
し
て
何
等
か

宍
～
副
作
岬
｀
・
か
ヒ
・
つ
つ
出
て
く
る
頃
と
云

・
よ
ま
～
か

俊
Λ
市
立
病
院
Ｖ
透
析
歴
八
年
一
ヶ
月

　

長
期
透
析
者
の
副
作
用
の
恥
五
は
次
の
通
り

で
あ
る
。

　

一
）
骨
痛
・
関
節
痛

　

二
）
指
根
幹
症
候
群

　

三
）
血
管
壁
の
石
灰
化

　

四
）
低
血
圧

　

五
）
高
血
圧

　

こ
れ
ら
の
項
目
に
つ
い
て
一
つ
づ
つ
の
説
明

で
あ
っ
た
o
私
"
>
＊
)
透
析
が
八
年
に
入
り
、
周
囲

の
人
々
の
中
に
『
骨
が
痛
い
』
と
か
、
「
手
先

が
シ
ビ
レ
ル
」
と
云
う
声
を
聞
く
率
が
多
く
な

っ
て
き
て
い
る
の
で
、
￥
つ
し
て
も
身
近
に
そ

う
い
う
人
が
い
る
症
状
の
説
明
に
熱
心
に
聞
く

事
に
な
っ
た
。

　

例
え
ば
手
根
幹
症
候
群
は
、
β
２
ミ
ク
ロ
グ

ロ
ブ
リ
ン
と
云
う
タ
ン
パ
ク
質
が
腎
不
全
の
た

め
に
貯
留
し
、
ア
ミ
ロ
イ
ド
と
い
う
形
に
変
化

沈
着
し
、
手
の
神
経
を
圧
迫
す
る
た
め
に
出
て

く
る
こ
と
。
八
年
か
ら
十
年
の
思
者
で
か
な
り

の
割
合
で
お
こ
る
事
。
小
指
を
除
ぐ
藁
指
の
中

間
か
ら
他
の
指
三
本
に
出
る
事
。



症
状
と
し
て
は
、

知
覚
神
ザ
上

‐
痛
み

：
―
'
;

'
れ

　

１
？
上
レ
リ
い

1 1

　

手
の
平
を
叩
く
と
痛
み
、
し
び
れ
を
恣
し
る
。

夜
間
の
疼
痛
が
出
て
き
た
ら
、
手
術
を
す
れ
ば

よ
い
事
。
更
に
確
定
診
断
の
た
め
に
は
掌
中
神

経
鼠
導
速
度
の
測
定
を
し
。
　
　
秒
間
に
三
’
／
一
四

の
早
さ
が
普
通
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
延
び
て
く

る
と
こ
の
診
断
が
つ
く
と
云
う
事
も
解
っ
た
。

　

こ
の
他
、
貧
血
の
人
々
は
朗
報
の
エ
リ
ス
ロ

ポ
エ
チ
ン
の
長
所
、
短
所
。
。
カ
ル
シ
ュ
ウ
ム
・

リ
ン
・
羨
な
ど
体
内
に
沈
着
し
た
場
合
の
除
去

す
る
方
法
。

　

例
え
ば
Ｄ
Ｈ
（
デ
ッ
セ
ラ
ー
ル
）
。
こ
れ
は

骨
に
沈
若
し
て
い
る
ア
ミ
ロ
イ
ド
等
を
血
中
に

出
す
薬
で
、
こ
れ
を
使
用
後
透
析
を
す
る
と
そ

れ
ら
の
も
の
が
除
去
さ
れ
る
事
や
、
ア
ル
ミ
ゲ

ル
の
場
合
は
重
曹
ま
た
は
ク
エ
ン
酸
透
析
す
る

事
が
効
果
的
だ
と
云
う
事
む
解
っ
た
。

　

こ
の
様
に
ご

て
い
て
は
何
も
わ
か
ら
な
い
が
、
色
々
な
話
の

聞
け
る
機
会
が
あ
る
と
、
参
加
す
る
だ
け
で
一

つ
で
も
目
新
し
い
も
の
を
知
る
こ
と
が
出
来
て
、

本
当
に
参
考
に
な
る
。

　

今
回
は
、
先
に
書
い
た
瓦
項
目
に
つ
い
て
一

つ
一
つ
細
か
い
説
明
が
な
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の

症
状
に
つ
い
て
あ
て
は
ま
る
人
々
も
意
義
あ
る

講
演
だ
っ
た
と
琴
っ
。

坂

　

本
光

　

子
Λ
市
立
病
院
Ｖ
透
析
歴
九
年
八
ヶ
月

　

八
月
五
日
。
全
道
集
会
参
加
の
た
め
、
釧
路

を
二
時
に
出
発
し
ま
し
た
。
四
時
過
ぎ
。
十
勝

川
’
。
笹
井
ホ
テ
ル
』
に
着
き
、
六
時
よ
り
食
事

会
で
し
た
。
大
広
間
に
約
千
人
位
だ
と
聞
き
ま

し
ぺ
≒

　

病
気
の
人
や
家
族
の
人
、
そ
れ
に
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
人
も
沢
山
い
ま
し
た
。

　

翌
日
八
時
四
十
五
分
、
バ
ス
で
『
音
更
文
化

セ
ン
タ
ー
』
に
行
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
病
気
の
分

科
会
の
講
演
を
聞
き
ま
し
た
。

を
『
不
逞
の
μ
』
・
ぐ
呼
び
、
隠
匿
物
資

俑
発
に
、
‐
で
の
≪
‐
営
裏
。
六
・
で
一

割
、
Ｉ
校
ら
｀
ｋ
が
発
址
、
ベ
ビ
ー
ブ
ー

ム
も
始
ま
る
。
赤
い
羽
瞑
、
ブ
ギ
ウ
ギ

ス
ト
リ
ッ
プ
。
ア
プ
レ
ゲ
ー
ル
、
垠
団

見
合
い
。
七
曜
矢
人
。

一
昭
和
2
3
年

帝
飢
享
け
。
太
宰
治
情
死
し
『
斜
陽
族
』

歿
６
．
シ
ベ
リ
ー
ア
引
き
陽
げ
者
は
『
ダ

モ
イ
ｔ
『
ノ
ル
ご
『
筋
金
入
り
Ｌ
を
ｌ
ｂ

た
ら
し
'

S
!
S
の
カ
ー
テ
ン
。
冷
た
い
戦

争
へ
。
奴
伶
。
’
一
〇
番
が
ス
タ
ー
ト

し
た
。
て
八
や
わ
ん
や
、
ａ
せ
る
、
サ
・

マ
ー
タ
イ
ム
'
　
ｏ
Ｊ
ｇ
w
'Ｗ
い
ら
く
の

恋
に
、
お
か
ま
。
政
界
を
揺
る
が
す
昭

電
ｓ
<
ｄ
。

●
昭
和
2
4
年

野
菜
、
イ
モ
'

Ｃ
の
扶
制
解
除
、
失
業

者
は
ニ
コ
ヨ
ン
と
し
て
動
き
。
日
本
の

竹
馬
経
済
は
安
定
恐
慌
＾
｡
-
≫
"
-
.
f
す
。

政
s
i
r
は
占
山
ワ
ン
マ
ン
時
代
に
入
る
。

駅
弁
人
学
が
4
≪
U
足
し
。
「
ギ
ョ
ッ
」
『
ア

ジ
ャ
パ
ー
』
は
や
る
。

●
昭
和
2
5
年

朝
鮮
動
乱
で
特
需
、
令
へ
ん
景
気
に
糸

へ
ん
景
気
。
み
そ
、
し
ょ
う
ゆ
。
衣
料

は
白
山
阪
売
に
な
り
、
パ
チ
ン
コ
が
大
一

流
行
。
労
恥
叩
に
は
レ
ッ
ド
。
パ
ー
ジ
。
４
゛

中
1
1
1
．
山
の
口
辺
Ｅ
-
、
ア
メ
リ
カ
へ
何
一
。



　

５
　
卜
こ
．
リ
ウ
マ
チ
ヽ
一
の
部
に
行
き
、
内
科
・

悠
形
ん
先
生
の
お
話
を
聞
き
ま
し
た
．

　

葉
の
副
作
昭
・
‐
ム
エ
の
関
節
の
手
術
等
、
ス

ラ
ン
ー
ド
ら
使
っ
て
く
れ
た
の
で
、
大
変
た
め
に

な
り
ま
し
た
．

　

ｗ
．
こ
リ
■
Ｃ
マ
チ
で
体
が
痛
ん
で
い
る
所
に
、

透
析
で
な
．
七
こ
ん
な
に
病
気
で
苦
し
む
の
か
と

　

・
・
・
・
思
っ
て
お
り
ま
し
た
．
．

　

で
も
こ
の
会
場
で
、
隣
に
い
た
御
婦
人
が
．

手
の
指
が
十
本
と
も
普
通
の
人
の
半
分
位
に
縮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

東

　

今
年
ら
釧
路
市
主
催
の
「
健
康
フ
ェ
ス
テ
バ

ル
」
が
．
九
日
、
八
・
九
日
の
両
日
、
「
オ
リ
エ

■
＼
タ
ｔ
‐
不
テ
パ
ご
で
行
わ
れ
、
釧
路
地
方
腎
友

公
も
’
Ｉ
縄
刀
匹
包

」
ら
う
為
に
一
～
腎
バ
ン
ク
受
付
コ
ー
ナ
ー
を
設

け
、
参
加
し
ま
し
ぺ

　

ま
つ
り
の
内
容
は
、
’
．
秋
の
味
覚
を
楽
し
む

コ
ー
す
Ｉ
’
「
学
校
給
食
の
展
示
及
び
試
食
コ

ー
ナ
ー
」
『
難
病
連
の
福
祉
相
談
会
』
『
寝
た

き
り
老
人
の
介
護
実
習
”
ほ
か
．
健
康
に
関
す

ん
で
、
ス
プ
ー
ン
を
持
つ
の
も
や
っ
と
の
よ
う

で
、
首
の
方
は
人
工
の
関
節
を
使
っ
て
い
る
と

の
こ
と
で
し
た
。

　

足
も
き
か
な
く
車
椅
子
で
、
そ
ば
で
御
主
人

が
い
ろ
い
ろ
お
世
話
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

私
む
二
月
に
は
手
首
の
手
術
を
し
ま
し
た
。

足
も
か
な
り
痛
み
が
強
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

で
も
、
「
ま
だ
ま
だ
ひ
ど
い
病
気
の
人
が
い
る
」

こ
と
を
、
こ
の
全
道
集
会
で
知
り
、
自
分
に
も

っ
と
力
を
つ
け
よ
う
と
思
い
ま
す
。

哲
司
Λ
市
立
病
院
Ｖ
透
析
歴
十
二
年
七
ヶ
月

る
い
ろ
ん
な
コ
ー
ナ
ー
が
有
り
、
有
一
義
な
二

日
間
で
し
た
。

　

な
お
、
腎
バ
ン
ク
コ
ー
ナ
ー
で
は
十
五
名
の

腎
提
供
協
が
者
が
有
り
ま
し
た
。
協
力
し
て
く

だ
さ
っ
た
市
民
の
皆
さ
ん
、
受
付
に
協
力
し
て

く
れ
た
幹
事
の
皆
さ
ん
、
本
当
に
ご
苦
労
さ
ま

で
し
た
。

　

来
年
も
ま
た
多
く
の
皆
さ
ん
の
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

ん
で
も
な
び
く
『
ア
メ
ー
ｙ
”

A
j
"
汚
職
一

は
一
つ
ま
み
ぐ
い
』
．
『
オ
ー
、
ミ
ス
"
r
-

i
n

－
ク
』

’
と
ん
で
も
ハ
ッ
ブ
ン
．

　
　

一

●
昭
和
2
6
年

前
年
、
賢
察
ｆ
備
隊
発
足
．
講
和
粂
約

ｎ
米
安
保
条
約
調
印
、
逆
コ
ー
ス
の
ｔ

と
な
る
．
マ
ッ
カ
ー
十
－
解
任
さ
れ
、

　

r
ｗ
i
i
K
は
死
な
ず
」
の
ニ
と
ば
を
残
す
．

民
放
ス
タ
ー
ト
．
Ｃ
Ｍ
時
代
に
入
り
、

　

『
ス
ポ
ン
サ
_

I
が
流
行
語
と
な
Ｉ
る
。

　

Ｉ
　
　
越
に
は
ス
ト
も
ご
ざ
い
ま
す
／
ｍ

航
榎
飛
び
．
ス
チ
Ｈ
　
Ｄ
-
!
ｋ
Ｋ
が
花
形
．

●
昭
和
2
7
年

血
の
メ
ー
デ
ー
事
件
は
「
ヤ
ン
キ
ー
・

ゴ
ー
ホ
ー
ム
」
の
・
ｙ
ユ
ブ
レ
ヒ
コ
ー
ル

火
ａ
;
'
A
J
.
＼
≪
飛
ぶ
．
遭
駐
軍
か
ら
駐
留

軍
に
．
麦
、
砂
糖
『
ス
ト
マ
イ
自
由
販

売
化
．
電
気
洗
濯
機
．
『
君
の
名
は
』
．

黄
変
米
、
Ｐ
Ｒ
文
化
．
恐
妻
、
パ
ン
マ
．

エ
ッ
チ
、
風
太
郎
．
ニ
ッ
ポ
ン
に
混
乱

は
つ
づ
く
．

●
昭
和
2
8
年

テ
レ
ビ
時
代
は
じ
ま
る
．
街
頭
テ
レ
A
J

　

『
聴
視
赤
』
Ｉ
ま
れ
る
．
腎
察
ｒ
備
隊

が
、
傑
女
隊
に
．
’
戦
力
な
き
軍
隊
」
．

こ
の
年
．
パ
カ
ヤ
ロ
ー
解
散
が
あ
り
、

汚
職
は
「
さ
ん
ず
い
へ
ん
」
と
表
現
さ

れ
る
．
『
洗
脳
』
が
日
常
語
に
な
り
．

ミ
ス
ユ
ニ
･
r
　
-
Ｋ
-
二
院
の
伊
東
絹
子
の



ｒ～，。

L･l

4訟し

天
-

　
　

｛
べ
月
。
二
十
七
日
・
春
採
湖
畔
・
１
　
一
時
｝

　

当
日
は
、
日
頃
、
み
ん
な
の
行
い
の
良
さ
を

一
里
ｊ
か
の
よ
う
に
、
朝
か
ら
天
気
も
良
く
、
気

温
も
暖
か
く
て
。
外
で
の
行
事
に
は
最
適
の
一

日
で
し
た
。

　

場
所
は
、
春
採
湖
畔
の
科
学
館
横
の
あ
ず
ま

屋
の
そ
ば
の
『
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
コ
ー
ナ
ー
』
で
、

参
加
者
は
患
者
・
家
族
合
わ
せ
て
二
十
三
人
十

ワ
ン
（
犬
）
で
、
年
一
度
の
市
立
病
院
野
遊
会

を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
ず
最
初
に
二
二
二
人
の
人
で
、
木
炭
を
お

こ
し
て
そ
の
上
に
鉄
板
と
ア
ミ
を
そ
れ
ぞ
れ
置

き
、
暖
ま
っ
た
所
で
肉
・
イ
カ
ー
サ
ン
マ
・
野

東
な
ど
を
焼
ぎ
始
め
、
時
間
と
共
に
参
加
者
も

集
ま
り
、
ワ
イ
ワ
イ
話
を
し
な
が
ら
、
焼
け
た

も
の
か
ら
各
自
そ
れ
ぞ
れ
好
き
な
も
の
を
取
っ

て
食
べ
、
最
後
に
焼
き
う
ど
ん
を
作
っ
て
食
べ
、

約
二
こ
二
時
間
位
で
宴
会
が
終
わ
り
、
最
後
に

参
加
者
の
自
己
紹
介
を
行
い
、
記
念
撮
影
の
後
、

か
た
ず
け
を
し
て
解
散
し
ま
し
た
。

　

中
に
は
、
そ
の
足
で
お
風
呂
に
入
っ
て
疲
れ

を
い
や
し
た
人
も
い
た
よ
う
で
す
、

　

来
年
も
ま
た
、
ぜ
ひ
今
回
の
よ
う
に
多
く
の

人
が
参
加
し
て
行
い
ま
し
ょ
う
。

　

Λ
東
Ｖ

－
―
ｌ
ｌ

話

ｇ
‐
１
－
！
ｉ
Ｉ
ｉ
ｄ

ク
リ
ニ
ッ

Ｉ
Ｉ

ク
野
遊
会
実
施

各
病
院
単
位
の
野
遊
会
と
し
て
、
林
田
ク
リ
ニ

ッ
ク
で
は
八
月
二
十
七
日
、
月
曜
日
、
ふ
苔
員
・

家
族
が
参
加
し
て
、
阿
寒
『
舌
辛
川
河
畔
』
に

於
て
、
野
遊
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
釧
路
市
内
は
大
変
よ
い
天
気
だ
っ

た
の
で
す
が
、
実
施
場
所
が
山
沿
い
だ
っ
た
こ

と
も
あ
り
、
天
気
が
変
わ
り
や
す
く
、
小
雨
が

降
っ
た
７
や
ん
だ
り
の
、
パ
ヅ
と
し
な
い
天
気

で
し
た
が
、
午
前
十
時
に
は
現
地
に
到
着
。

　

直
ち
に
川
原
で
炭
を
お
こ
し
、
精
肉
・
イ
カ

ー
サ
ン
マ
を
焼
ぎ
、
豚
汁
を
作
り
、
心
ゆ
く
ま

で
食
べ
、
天
気
が
悪
い
の
で
十
二
時
に
は
そ
の

場
を
離
れ
、
阿
寒
休
養
村
の
赤
い
ベ
レ
ー
で
温

泉
・
サ
ウ
ナ
に
入
り
、
汗
を
タ
ッ
プ
リ
か
き
、

の
ん
び
・
り
休
養
を
と
り
。
明
日
へ
の
活
力
ど
英

気
を
養
い
、
十
六
時
帰
院
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
昨
年
と
比
較
し
て
、
参
佃
箸
が
約

半
数
に
激
減
し
た
の
が
残
念
で
、
来
年
は
も
っ

と
良
い
企
画
を
立
て
、
沢
山
の
会
員
が
参
加
し

て
も
ら
え
る
よ
う
に
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Λ
掛

　

札
Ｖ

-

八
頭
身
．
「
サ
イ
ザ
ン
ス
」
は
や
る
．

●
昭
和
2
9
年

保
安
陳
は
自
衛
陳
に
、
『
死
の
灰
』
の
原

爆
マ
ク
ロ
寥
五
福
竜
丸
事
件
は
原
水
ｍ

反
対
署
名
運
動
を
呼
び
お
こ
す
．
政
界

は
造
船
疑
獄
に
揺
ら
い
だ
．
保
守
合
同

へ
の
勣
き
は
ら
ん
煩
の
急
務
．
円
オ

ン
リ
ー
時
代
へ
．
軽
文
化
バ
ト
ラ
ン

ジ
ス
タ
ー
．
ソ
ー
ラ
ー
族
、
ヘ
ッ
グ
バ

ー
ン
ス
タ
イ
ル
、
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
、

ロ
マ
ン
ス
グ
レ
ー
と
「
軽
の
時
代
」
へ
．

●
昭
和
3
0
年

神
武
景
訊
．
社
全
党
統
一
．
保
守
合
同

の
牢
、
ゐ
と
か
ら
一
九
五
五
年
体
制
の

始
ま
り
と
呼
ば
れ
る
．
テ
レ
ビ
、
電
気

洗
泄
槌
が
売
れ
出
し
、
家
庭
電
化
時
代
、

投
書
夫
人
、
ラ
イ
ン
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
、

キ
ー
パ
ン
チ
ャ
ー
、
ボ
デ
ィ
ビ
ル
、
Ｍ

十
Ｗ
時
代
．
．
最
低
ネ
、
最
高
ネ
」
「
兵

隊
の
位
で
｀
‐
？
フ
と
」
『
碩
■
=
"
Ｕ
し
て
ま

う
せ
』
．

一
昭
和
3
1
年

第
十
川
経
済
白
ｌ
は
「
ｌ
り
は
や
戦
後
で

な
い
」
と
う
た
い
あ
げ
た
。
高
原
冊
気

の
乍
、
マ
■
Ｋ
-
'
i
J
i
'
太
Ｓ
ｉ
Ｓ
に
対
し

て
、
お
れ
た
ち
は
『
戦
中
・
派
』
の
声
も

あ
が
る
。
テ
レ
ビ
＊
.
r
　
I
　
ｆ
ｔ
i
g
a
白
痴
化
』

と
呼
び
、
「
な
ん
と
巾
し
ま
し
よ
・
フ
か
」

の
野
球
解
説
ノ
流
行
Ｌ
た
。
深
夜
喫
茶

6､一-



ｌ
ｌ

　

去
る
九
月
二
十
三
・
二
十
四
の
連
休
日
に
。

一
泊
二
日
で
阿
寒
「
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
大
東
」
に
、

帯
広
・
北
見
・
網
走
・
根
室
・
釧
路
か
ら
透
析

仲
聞
か
集
ま
り
、
交
流
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

市
立
病
院
の
透
析
者
は
四
台
の
車
に
分
乗
、

午
後
三
時
市
立
病
院
前
を
出
発
、
一
路
阿
寒
に

向
か
う
。

　

天
気
に
も
恵
ま
れ
、
自
分
の
車
に
は
三
名
の

女
性
が
乗
り
、
車
内
は
笑
い
声
が
絶
え
ず
、
楽

し
い
ひ
と
と
き
で
あ
っ
た
。

　

夜
六
時
か
ら
タ
・
貨
、
大
勢
で
の
食
事
は
普
段

の
透
析
時
と
違
い
、
み
ん
な
笑
顔
で
輩
曾
い
、

透
析
者
で
あ
る
事
を
忘
れ
さ
ぜ
る
和
気
あ
い
あ

い
の
雰
囲
気
で
あ
っ
た
。

ｉ
・
‐

木

佐

　

藤

　

征
一
郎
Ａ
市
立
病
院
Ｖ
透
折
歴
三
年

　

そ
の
後
、
帯
広
の
中
尾
先
生
の
『
長
期
透
析

に
つ
い
て
』
の
話
が
あ
り
、
自
分
は
つ
か
れ
な

の
か
ウ
ツ
ラ
ウ
ツ
ラ
聞
い
て
い
た
が
、
所
々
耳

に
入
る
話
が
高
血
圧
の
話
、
自
分
も
高
血
圧
な

の
で
関
係
あ
り
参
考
に
な
っ
た
。

　

そ
の
後
、
一
風
呂
浴
び
て
、
市
立
病
院
参
加

者
が
一
部
屋
に
集
ま
り
、
少
々
ア
ル
コ
ー
ル
を

楽
し
み
乍
ら
、
話
に
花
が
咲
き
、
ト
ラ
ン
プ
・

花
札
と
時
間
の
た
つ
の
も
高
れ
賑
や
か
だ
っ
た
。

　

こ
の
様
な
集
ま
り
に
は
、
元
気
の
あ
る
内
は

積
極
的
に
参
加
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

来
年
も
是
非
参
加
し
た
い
と
今
か
ら
そ
の
日
を

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

―
Ｉ
・
－
・

●←㎜－ ･ I - ¶

に
［
繍
（
ハ
イ
セ
ン
)
'

ａ
ツ
ク
ン
ロ
ー
　
一

ル
に
「
ド
ラ
イ
」
’
ウ
ェ
ッ
ト
」
は
や
る
．

　
７

●
昭
和
3
2
年

な
ぺ
底
景
気
．
化
繊
蕎
物
が
登
場
．
日

本
髪
隋
活
の
か
た
わ
ら
、
カ
リ
プ
ソ
ス

タ
イ
ル
－
J
>
、
写
真
の
決
定
的
瞬
間
、
週

刊
新
潮
の
腿
Ｍ
か
ら
Ｉ
一
十
円
文
化
の

時
茂
』
へ
．
街
に
ゲ
タ
パ
キ
住
宅
ゐ
ら

わ
れ
、
学
生
は
留
年
に
モ
ラ
ト
リ
ア
ム

志
向
を
表
現
．
「
ヶ
セ
ラ
■
Ｖ
'
r
N
j
『
有
楽

町
で
逢
い
ま
し
よ
う
I
"

１
昭
和
3
3
年

嵐
太
子
結
婚
琵
表
．
ミ
ッ
チ
ー
プ
ー
ム
．

そ
れ
に
フ
ラ
フ
ー
プ
ブ
ー
ム
□
カ
i
J

リ
ー
ブ
ー
ム
、
サ
ッ
ク
ド
レ
ス
ブ
ー
ム
．

街
に
は
神
風
タ
タ
シ
ー
が
走
り
、

団
地
族
、
な
が
ら
族
も
誕
生
し
た
．
『
イ

ヤ
ー
な
感
じ
』
『
私
は
貝
に
な
り
た
い
』

ス
キ
ャ
ン
テ
ィ
が
は
や
る
．

●
昭
和
3
4
年

岩
戸
景
鼠
の
年
．
岐
路
に
立
つ
、
危
険

迫
る
.
≪
J
い
う
意
味
の
『
曲
が
り
角
』
が

鷺
崎
し
た
･
　
f
a
-
の
時
代
』
．
自
動
４
売
檎

遠
出
に
よ
る
コ
イ
ン
文
化
．
『
が
め
つ
い
』

「
Ｓ
り
イ
」
『
カ
ッ
ク
ン
』
’
フ
ア
H
-
　
.

フ
ェ
ー
ス
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
ー
グ
ラ
マ
ー
、

カ
ミ
ナ
リ
峡
が
あ
ら
わ
れ
る
．

口

　

八
重
子
Λ
林
田
ク
リ
ニ
ッ
ク
Ｖ
透
折
歴
九
年
ニ
ケ
月

　

平
成
元
年
九
月
二
十
三
日
、
病
院
を
午
後
三

時
出
発
．

　

仲
間
の
人
の
車
に
便
乗
し
、
阿
寒
湖
畔
に
向

い
、
車
の
中
か
ら
楽
し
く
、
心
う
き
う
き
し
て
、



一
時
間
二
十
分
位
で
『
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
大
東
』

に
着
ぎ
ま
し
た
。

　

お
部
屋
で
ひ
と
休
み
し
て
か
ら
、
大
広
間
に

て
会
食
。
今
回
は
飲
物
は
な
く
、
中
尾
先
生
の

講
演
を
聞
き
、
自
分
に
当
て
は
ま
る
こ
と
を
、

耳
を
す
ま
し
て
聞
き
ま
し
た
。

　

さ
っ
そ
ぐ
外
へ
女
性
四
人
で
出
か
け
、
地
几

の
女
性
の
案
内
で
、
「
バ
ー
わ
か
ば
」
さ
ん
で

歌
っ
て
、
踊
っ
て
、
少
々
飲
ん
で
、
バ
イ
オ
レ

ッ
ト
フ
ィ
ズ
と
洒
落
込
み
ま
し
た
。
気
持
ち
は

大
き
く
な
っ
た
の
で
す
が
、
男
性
が
い
な
く
、

残
念
で
し
た
…
・
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高

　

九
月
二
十
三
・
二
十
四
日
と
天
候
に
」
恵
ま

れ
、
阿
寒
に
出
発
し
ま
し
た
。

　

阿
寒
は
五
・
六
年
編
万
な
の
で
楽
し
み
に
出

発
し
ま
し
た
。

　

通
院
し
て
い
る
友
違
同
志
相
乗
口
一
－
せ
て
も

ら
い
、
楽
な
気
持
ち
で
現
地
に
着
き
ま
し
た
。

簾

　

で
も
楽
し
い
思
い
出
が
出
来
ま
し
た
。
ホ
テ

ル
に
帰
り
ご

し
た
。
（
二
時
間
程
）
。

　

楽
し
い
一
泊
旅
行
に
な
り
、
各
地
区
の
知
っ

て
い
る
人
、
始
め
て
の
人
、
な
つ
か
し
く
思
い
、

い
い
思
い
出
が
出
来
ま
し
た
。

　

役
員
の
皆
様
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
。

２

も

静
江
Ａ
市
立
病
院
Ｖ
透
析
歴
二
年
十
一
月

　

ホ
テ
ル
か
ら
の
風
景
も
素
晴
ら
し
く
、
心
が

洗
わ
れ
る
思
い
で
し
た
。

　

食
事
の
心
配
り
が
行
ぎ
届
き
、
あ
り
が
た
く

思
い
ま
し
た
ご

み
ん
な
と
一
緒
に
楽
し
く
行
け
た
ら
と
思
い
ま

す
。

●
昭
和
3
5
年

安
保
騒
動
の
年
'

＆
!
≫
＊
:
≪
■
Ｊ
'
低
姿
勢

の
池
川
勇
人
へ
．
『
声
な
き
声
』
か
Ｉ
■
-
P

　

r
所
得
倍
増
』
の
経
済
の
時
代
へ
．
『
Ｚ

Ｅ
Ｎ
Ｇ
Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ｅ
Ｎ
』
が
吐
界
語
に

な
る
．
リ
バ
イ
バ
ル
、
ダ
ッ
コ
ち
ゃ
ん

イ
ン
ス
タ
ン
ト
食
品
．
「
家
つ
き
カ
ー

つ
き
婆
ア
抜
1
1
.
j
"ｓ
i
ｓ
:S
i
の
フ
リ
ー
ラ

イ
タ
ー
は
、
ト
ッ
プ
峨
と
呼
ば
れ
る
．

●
昭
和
3
6
年

高
厦
成
長
の
年
に
入
る
．
証
券
ブ
ー
ム

レ
ジ
ャ
ー
ブ
ー
ム
．
何
で
も
Ｈ
｀
て
Ｃ
-
.
Ｃ
.

う
、
上
を
向
い
て
歩
こ
う
．
ソ
廸
の
孚

’
山
飛
行
士
ガ
ガ
ー
９
ン
は
「
地
球
は
腎

か
っ
た
」
．
巨
人
・
大
鵬
・
卵
娩
き
．
わ

か
７

「
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
嗜
」
が
漉
行
語
に
．
不

快
指
畝
、
ｋ
”
Ｌ
大
生
亡
旧
論
登
場
．

・
昭
和
3
7
年

ス
モ
ッ
グ
東
京
．
‘
○
○
○
万
都
市
へ
．

『
人
づ
く
り
』
「
サ
リ
ド
マ
イ
ド
鳩
≒
残

酷
物
語
」
「
交
通
戦
争
」
「
ス
イ
ス
イ
」

『
ド
ン
ー
と
行
こ
う
』
r
ハ
イ
そ
れ
ま
で
よ
』

『
関
係
な
い
』
．
映
画
『
’
一
ッ
ポ
ン
無
責

住
時
i
J
』
．

・
昭
和
3
8
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一

月
給
ｉ
ｓ
拘
価
６
あ
が
っ
た
『
所
得
倍
増
８

幻
の
乍
』
．
「
三
ち
ゃ
ん
農
裏
」
化
違
む
．
Ｔ



透
析
十
年

　

現
在
、
平
成
元
年
度
『
ト
扇
分
の
通
院
交
通

費
』
支
給
の
た
め
の
事
務
処
珊
申
で
す
．
卜
期

分
の
通
隈
交
通
費
を
、
こ
の
定
例
会
合
の
日
に

支
袷
し
ま
す
．
細
都
に
つ
い
て
は
、
事
易
返
絡

等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
．

　

ま
た
、
こ
の
定
例
会
合
で
は
、
透
析
考
の
十

年
表
彰
も
行
い
ま
す
の
で
、
多
く
の
方
々
で
激

励
し
よ
う
で
は
あ
O
1
H
せ
ん
か
．

　

今
年
度
の
十
年
衷
彰
者
は
、
透
析
開
始
が
昭

和
五
十
三
年
十
一
月
二
十
七
日
？
昭
和
五
十
四

匁
十
一
月
二
十
六
日
ま
で
の
方
で
．
次
の
と
お

り
で
す
．

間
瀬
八
栄
子
（
市
立
）
五
四
・

　

一

志
谷
初
江
｛
市
立
｝
五
四
・

　

二

伊
達
千
代
子
｛
林
田
｝
五
四
・

m
:
英
雄
(
市
立
)
五
四
・

加
藤
マ
サ
子
（
厚
岸
）
五
四
・

花
』
邦
子
（
日
赤
）
五
四
・

一

一

一

一

一

尖♀♀五

四
・
二
五

六
・
二
五

　

白
木
沢
安
広
(
脇
立
)
五
四
・

　

七
・
二
三

　

渡
辺
文
子
（
市
立
）
五
四
・

　

十
・
二
六

　

森
川
貞
夫
｛
林
田
｝
五
四
・
十
「

　

五

　

以
上
九
名
の
方
々
で
す
．

　

な
お
．
今
年
度
の
十
年
表
彰
に
該
当
洩
れ
の

方
が
居
り
ま
し
た
ら
．
至
急
各
病
院
役
員
に
連

絡
願
い
ま
す
．

流
通
革
命
は
、
χ
Ｉ
パ
ー
マ
ー
ヶ
ツ
ト
、
一

色
業
に
は
、
Ｏ
Ｌ
．
団
地
に
カ
ギ
ッ
子
９

テ
レ
ビ
か
ら
『
カ
ワ
イ
子
ち
ゃ
ん
』
誕
】

Ｉ
。
'

N
Ｈ
―
Ｖ
.
｡
の
流
行
、
い
い
か

ら
い
い
か
ら
ｒ
i
'
Ｊ
し
な
い
。

　

●
昭
和
3
9
年

　

東
京
五
輪
の
年
．
東
海
道
芦
幹
練
は
し

　

る
．
鳥
度
成
艮
に
か
げ
り
が
見
え
る
．

　

お
れ
に
つ
い
て
こ
い
．
ウ
ル
ト
ラ
Ｃ
は

　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
か
ら
出
た
曹
葉
．
異
常

　

渇
水
の
東
京
サ
バ
ク
．
ミ
ュ
キ
族
、
道

　

路
は
ﾓ
-
j
j
v
=
s
Ｖ
Ｉ
シ
ー
ン
．
マ
ン
シ
゛

　

酋
ン
と
い
う
名
の
４
　
高
層
ア
バ
ー
ト
出

　

現
．
水
着
は
、
ト
ッ
プ
レ
ス
．

　

●
昭
和
4
0
年

　

日
韓
粂
約
の
S
J
-
"
　
ｍ
田
i
ｓ
柵
の
人
づ
く

　

り
政
策
に
関
遭
し
て
巾
政
審
が
『
期
待

　

さ
れ
る
人
間
像
』
を
提
．
ポ
、
ベ
ト
ナ
ム

　

平
和
巾
民
連
今
は
’
べ
？
遠
」
．
ロ
航
の

　

パ
ッ
ク
旅
行
は
ジ
ヤ
ル
パ
ッ
ダ
．
エ
｀

　

キ
プ
ー
ム
．
「
し
ご
き
」
、
著
い
女
性
は

　

Ｔ
Ｐ
Ｏ
（
時
-
A
j
所
.
*
J
鳩
合
）
に
心
を
向

　

け
、
Ｃ
Ｍ
に
『
お
め
え
．
へ
ｙ
ね
え
じ

ヽ
や
ね
え
か
』
．

　

●
昭
和
4
1
年

　

人
学
騒
i
≪
|
.
S
M
i

N
T
共
闘
運
勁
お
こ
ろ
．

　

ベ
ト
ナ
ム
反
戦
連
動
高
ま
る
．
ミ
ニ
ス

　

カ
ー
ト
ｒ
j
？

'
i
'
う
．
政
界
は
罵
い
鳶
に

　

撹
わ
れ
ろ
．
経
涛
成
長
は
、
遇
密
と
過

　
　
　
　
　

花

　

輪

　

邦

　

子
Λ
日
赤
病
院
Ｖ

　

私
が
透
析
を
受
け
石
様
に
な
っ
て
、
今
年
の

六
月
末
で
十
年
。
月
並
で
す
が
、
振
り
返
っ
て

み
る
と
、
早
い
も
の
で
す
。
下
の
子
が
や
っ
と

歩
き
出
し
た
頃
で
し
た
。

　

そ
の
子
も
小
学
五
年
生
に
成
り
ま
し
た
。
長

女
は
中
学
こ
年
、
私
が
病
院
へ
通
う
の
も
二
人

・
に
は
も
ｉ
苦
に
は
な
ら
な
い
様
で
す
。

　

し
か
し
、
主
人
に
は
よ
く
「
父
子
家
庭
」
と

言
わ
れ
た
ほ
ど
、
初
め
の
数
年
は
入
院
の
繰
り

返
し
で
、
そ
の
都
度
、
母
に
子
供
の
面
倒
を
見

て
も
ら
い
、
下
の
子
に
は
ミ
ル
ク
を
や
り
一
番

手
の
掛
か
る
時
で
し
た
。

　

姉
妹
に
も
世
話
を
掛
け
っ
ぱ
な
し
で
す
。
で

も
こ
の
数
年
は
入
院
す
心
冪
む
な
く
、
子
供
の

成
長
と
共
に
、
何
か
し
ら
心
の
申
の
不
安
も
薄

れ
て
来
た
扱
で
す
。

　

か
は
落
ち
着
ぎ
、
振
り
返
っ
て
み
た
ら
、
十

年
が
過
ぎ
て
い
た
と
言
っ
感
じ
で
す
。
こ
れ
か

ら
は
一
日
一
日
を
大
切
に
生
ぎ
た
い
と
思
い
ま

す
、

　

ど
う
ぞ
、
皆
様
も
御
慈
質
下
さ
い
。



休
旧
ク
リ
ニ
ズ
ノ

　

前
田
栄
菱
士

Ｉ,ゝ

４ｊ

準

”･

い
し
い
お
米
は
ど
ん
な
基

決
ま
ろ
砂
で
し
ょ
う
か
・

一
ｆ
ｘ
り
・

　

米
の
食
味
は
ま
ず
『
味
、
臭

ご
や
『
そ
し
ゃ
く
時
の
触
感
_
r

で
決
ま
り
ま
す
。
飯
粒
の
粘
弾

性
は
・
］
。
で
ん
ぷ
ん
分
’
ぶ
の
性
質
に
よ
り
ま
す
。

で
ん
ふ
ん
分
子
の
ア
ミ
ロ
ー
ス
含
有
量
は
十
七

ノ
上
十
三
万
が
分
布
し
て
お
Ｉ
リ
、
平
均
す
る
と

二
十
％
で
す
が
、
コ
ー
ン
ヒ
カ
リ
．
サ
サ
ニ
シ
キ

等
は
÷
ヒ
ー
十
八
％
の
『
低
ア
ミ
ロ
ー
ス
米
』

で
す
．

μ

■
J
-
Ｊ
　
I
一
一
四
φ

’
゛
７
’
ぶ
Ｉ

Ｓ
・
。
―

fＳ４ａ

　

同
し
甘
味
科
な
ら
砂
糖
よ
り

パ
チ
ミ
ッ
｡
<
＼
の
方
、
が
健
康

に
良
い
の
で
し
ょ
う
か
：
？

　

基
本
的
に
は
『
砂
糖
』
も
『

ハ
チ
ミ
ツ
』
も
ブ
ド
ウ
糖
と
果

糖
の
混
合
物
で
、
体
内
で
脂
肪

に
変
わ
る
食
品
で
す
。

　
　

『
ハ
チ
ミ
ツ
』
は
、
砂
糖
に
比
べ
る
と
ビ
タ

ミ
ン
の
一
つ
で
あ
る
パ
ン
ト
テ
ン
酸
、
鉄
分
、

ミ
ネ
ラ
ル
を
含
ん
で
お
り
ま
す
の
で
、
適
当
に

食
べ
る
分
と
し
て
は
良
い
で
し
ょ
う
。

　

『
カ
ッ
ブ
リ
ン
グ
ー
シ
ュ
ガ

ー
』
と
は
何
で
す
か
：
：

　

砂
糖
に
似
た
甘
味
を
持
ち
、

デ
ン
プ
ン
と
砂
糖
の
混
合
溶
液

に
、
あ
る
種
の
倣
生
物
の
ア
ミ

ラ
ー
ゼ
を
作
用
さ
せ
て
作
り
ま
す
。
又
、
虫
歯

薗
に
よ
る
シ
ョ
糖
か
ら
の
不
溶
性
グ
ル
カ
ン
の

生
成
を
防
ぎ
、
歯
苔
の
形
成
を
防
止
し
ま
す
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
は
砂
糖
と
同
じ
で
す
。

疎
を
生
む
。
『
び
っ
く
り
し
*
｡
'
≫
:
i
-
≫
.
n
j

『
ま
、
い
ろ
い
ろ
あ
ら
ゐ
な
』
『
ケ
ロ
ヨ

ー
ン
Ｌ
『
欧
の
巾
ま
ち
が
っ
と
る
よ
』
・

●
昭
和
4
2
年

羽
旧
空
港
。
東
京
駅
な
ど
で
爆
礎
征
あ

ら
-
ｃ
る
。
未
来
学
、
昭
和
元
禄
、
ミ
リ

タ
リ
ー
ル
ッ
ク
。
蒸
発
、
ム
チ
打
ち
症

が
社
会
問
題
に
な
り
。
サ
ユ
リ
ス
ト
麗

＝
-
■
'
　
i
i
i
i
ｔ
e
i
i
『
カ
ッ
コ
イ
イ
』
を
連
発

す
る
。
核
家
族
化
違
み
、
ヒ
。
ピ
ー
族

ア
ン
グ
ラ
旅
、
フ
ー
テ
ン
族
。

・
昭
和
4
3
年

川
治
一
〇
〇
ａ
-
'
ゲ
バ
学
生
、
と
め
て

く
れ
る
な
お
う
か
さ
ん
、
ハ
レ
ン
チ
、

ヒ
ヨ
る
、
ず
っ
こ
Ｕ
る
．
タ
レ
ン
ト
埃

袖
が
人
量
得
票
．
大
き
い
こ
と
は
い
い

こ
と
だ
．
舅
性
の
女
性
化
は
ピ
ー
コ
ッ

ク
尽
命
．
十
イ
ヶ
調
、
サ
イ
ヶ
族
．
ﾐ

-
I
　
･
　
"
'
Ｖ
イ
ー
マ
キ
シ
の
ス
カ
ー
ト
に

タ
ー
ト
ル
ネ
ッ
ク
の
ル
ッ
ク
．

●
昭
和
4
4
年

ド
ラ
ッ
カ
ー
の
’
断
絶
の
啼
±
:
j
　
-
Ｒ
-
ｊ
-

　

･
■
ｓ
絶
」
が
流
行
M
E
に
な
う
た
．
『
遣

反
町
理
J
　
＊
持
ち
出
す
人
幸
扮
争
は
、

東
大
安
川
娘
攻
肋
で
頃
点
に
．
街
へ
出

て
は
『
フ
ォ
ー
タ
ゲ
ソ
ラ
』
．
学
生
の
五
一

月
病
．
マ
ン
ガ
の
ニ
ヤ
ロ
メ
、
Ｃ
Ｍ
は
０

　

『
オ
ー
、
そ
Ｉ
レ
ツ
／
こ
ナ
ン
セ
ン
ス
１
｀

な
’
あ
゜
と
繁
く
タ
メ
ゴ
゜
Ｉ
』

　
　

一



そ
ば
’
｀
’
『

　

松

釧
路
市
馬
食
堅

　

今
回
甘
三
妬
は
．
Ｊ
宍
ヽ
。
侃
く
’
・
ツ
ル
ノ
ル

の
"
＼
-
＼'
l
-
^

!
＼＼
'
-
'
-
'
t
-

　

場
所
は
服
役
所
の
横
で
す
。

　

悶
．
否
ほ
戸
ヽ
昭
和
四
十
二
年
頃

か
瓦
’
‥
八
二
子
弟
け
十
に
ぐ
り
ま
す

り∝～.

　　

‰

も

ー

　

店
内
‐
ｊ
ｉ
‐
ブ
ル
六
Ｉ
小
上
が
り
四
つ
あ

り
・
計
・
『
‐
ｆ
．
Ｊ
．

　

営
業
時
間
は
午
前
十
一
時
三
十
分
、
？
午
後
七

時
迄
．
■
■
■
　
-
ｊ
ｉ
ｗ
　
■
　
＾
ｂ
日
は
休
み
。

　

Ｅ
言
デ
・
ツ
ド
．
竹
剛
よ
ら
出
前

　

サ
ー
ノ
リ
ー
マ

ン
ミ
い
‥
ト
・
・
’
し
・
－
い
”
［
．
・
’
ヽ
’
］
・
心
’
｛
ハ
’
に
”
い
一
一
つ
”
ｊ
－
一
一
・
’
・
つ
’
間
に
い

っ
ぱ
い
に
な
で
乙
矢
。
Ｉ
前
が
忙
し
い
よ
う
で

す
．

　

そ
ぱ
の
他
に
う
ど
ん
・
ド
ン
プ
リ
も
あ
り
、

と
に
か
く
腸
い
・
う
ま
い
・
安
い
の
三
拍
子
揃

っ
て
い
ま
づ
の
で
う
・
‐
こ
-
v
i
-
t
Ｃ
'
:
ｒ
^
ま
せ
ん
．

〔Ξ二〕Ξｺ

　

タ
レ
の
味
ら
、
注
文
の
時
に
申
し
出
る
と
薄

味
に
し
て
く
れ
ま
す
の
で
安
心
し
て
下
さ
い
。

　

ち
な
み
に
、
モ
リ
ー
カ
ケ
は
三
〇
〇
円
。
カ

シ
ワ
・
三
八
〇
円
。
天
南
・
四
二
〇
円
。
そ
の

他
に
「
極
込
み
」
『
ぬ
き
』
な
ど
あ
り
、
色
々

楽
し
め
ま
す
。

　

ま
た
ご
ｔ
一
の
松
風
庵
さ
ん
か
ら
『
の
れ
ん

分
け
こ
ｔ
し
た
方
が
、
酉
庶
路
で
同
じ
く
『
松

風
庵
』
の
『
の
れ
ん
I
で
営
業
し
て
お
り
ま
す
。

　

二
代
目
友
召
一
那
・
独
身
二
十
七
才
で
す
。

お
嫁
さ
ん
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。
特
技
は
ウ

ィ
ン
ド
ウ
サ
マ
ー
・
水
泳
・
ボ
ー
リ
ン
グ
ー
カ

ラ
オ
－
t
ノ
’
ド
ラ
イ
ブ
Å
・
ｅ
七
Ｃ
・
・
ヨ
ロ
シ

丿

-

　

『
は
っ
ぱ
ふ
み
ふ
み
』
６
は
や
る
．

●
昭
和
4
5
年

公
≫
Ｓ
＜
n
．
七
〇
年
女
保
．
人
阪
万
圓

厚
の
単
．
万
障
の
『
進
少
と
調
和
』
．
‐

航
機
の
『
ハ
イ
ジ
ャ
ッ
ク
』
．
歩
行
者
天

国
に
そ
Ｉ
レ
ツ
社
員
、
く
た
ぱ
れ
Ｇ
Ｎ

Ｐ
．
ウ
ー
マ
ン
・
リ
プ
．
ウ
ハ
ウ
ハ
、

鼻
血
プ
ー
．
ピ
ユ
ー
テ
４
フ
ル
、
悪
の

り
、
同
々
の
コ
コ
ロ
．

●
昭
和
4
6
年

ニ
ク
＞
.
ン
シ
ｍ
ツ
ク
の
年
．
ド
ル
シ
ョ

ッ
ク
、
大
乍
紛
争
後
に
１
シ
ラ
ケ
」
が

生
ま
れ
、
「
フ
ィ
ー
リ
ン
グ
」
と
い
う

訊
分
が
支
配
す
る
．
Ｈ
本
株
式
全
社
、

脱
～
、
Ｉ
リ
ブ
．
Ｉ
離
れ
が
は
や
る
．

　

『
家
″
｀
ゴ
･
■
'
ｔ
ｆ
＾
j

r
ｖ
^
Ｋ
カ
バ
ー

　

’
ジ
ャ
Ｖ
ご
"

r
ガ
ン
バ
ラ
ナ
ク
ッ
チ

　

ャ
』
．
だ
け
ど
高
度
成
長
息
切
れ
．

昭
和
四
十
七
年
か
ら
は

次
号
に
つ
づ
き
ま
す
。

１１－-



－ - 一 一 一 一 一 一-
一 一 一 一 一 一 一

。
‐
・
″
ｌ
性
格

｝

　
　

ク
ロ
ス
ワ

。
蘆
盾
‐
ロ
り
ｌ

解
き
方

　

各
マ
ス
に
カ
タ
カ
・
｛
ノ
を
一
文
孚
ず
つ

入
れ
て
く
だ
さ
い
'
■
　
ｍ
ｍ
ｊ
.
Ｄ
Ｉ
マ
字

の
あ
る
マ
ス
の
七
文
字
を
Ａ
Ｂ
Ｃ
順
に

つ
な
ぐ
と
、
答
え
の
言
葉
が
で
き
ま
す
。

ヒ
ン
ト

』’

女
性
に
モ
テ
る

よ
う
で
す
、

ｌ
／Ｘ
２ ３ ‐4 ５

６　１

ﾆII■
７ ｉ

ｉ　⌒

８ ■9

キ

工Ｉ
11　.

ダ| ISi⊃i3 14 ■'5

■ ■∩ プJ
18 ・ ｌ ｜

1夕 ■ｙ ｜

li’

１
　
　
７
　

　

ｉ

八
月
号
の
ク
ロ
ス
ワ
ー
・
ド
ク
イ
ズ
の
答
え

［
ナ
ツ
ノ
オ
モ
イ
デ
］

応
男
数
十
六
名
の
中
・
ぞ
‘
う
、
鯉
ヱ
な
抽
選
の
結
果
、

次
の
十
名
の
方
。
当
選
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

作川小金山

陥井田

幸

　

男
（
市
ヵ
こ

英

　

雄
（
市
立
）

タ
キ
子
｛
市
立
｝

豆

炭哲

？
ズ
市
々
こ

幸
（
休
田
）

小村田大
一一
４

野野上中熊

光春清佳美
智

子
（
林
田
）

子子子悦
（
厚
岸
）

（
厚
岸
）

（
厚
岸
）

（
厚
岸
）

ｏ下記応募用紙に答えを記人し。下記綱

　

集部まで・・

　

正解者の中から抽選で、１０名様に記

　

念品を贈ります、

　　　　

・

○正解・当選発表は１２月号で‥・
り締切は、ｔ１月２５日（土）必著。

○宛先は、釧路市新富町１－７

　　　　　

篠田グリニノク∴

０
　
　
タ
デ
＠

②
ト
カ
ゲ
に
吸
だ
動
初
で
k
?
'

③
逃
げ
Ｓ
Ｋ
'
の
廉
で
可
。

＠
Ｋ
≪
f
e
ｕ
t
ｓ
る
l
o
c
ｗ
t
＾
ｒ
ａ
t
i
'
で
、

　

Ｋ
Ｋ
ｍ
の
Ｋ
ｆ
４
山
。

⑤
ジ
ア
ノ
ケ
ン
で
臼
７
二
＼
i
'
ａ
。

令
仏
壇
に
つ
I
U
4
P
の
。
可
時
間
び
で

　

悠
又
つ
き
ま
７
。

⇔§

　　

Ｗ

　

９

釧路地方腎友会編集部まで。

⑧
７
月
2
5
日
は
Ｉ
・
・
―
‐
キ
リ
ス
ト
さ

　

ま
の
誕
生
日
。

９
人
間
の
身
体
、
感
Ｅ
な
ど
が
ｅ
ｏ

　

て
い
る
好
不
澗
の
反
。

＆
ｔ
i
i
£
i
く
た
湯
具
な
ど
を
押
し
込
ん

　

で
お
く
小
磯
．

ｏ
－
の
小
僧
雷
わ
ぬ
睡
を
．
Ｋ
Ｑ
'

０
図
覆
の
こ
と
。

０
刀
メ
レ
オ
ン
1
＊
畏
い
Ｉ
Ｉ
Ｉ
で
ｆ
ｆ
ｌ
ｗ

　

ど
そ
ベ
ロ
リ
と
良
ぺ
る
。

―
－
－

@六匹ａ)ｺﾇﾝうの中で、ただ一

　

匹だけの日本a9な名前。

＠受験に矢艮一年目の良人です

⑦７[⊃野球で一試合に３安打を

　

llつとちらえＳ７．

ｅ沈んでいく太皿.

ｅ置きなどでもソースのにａい

　

をさせて蔑いています。

○やまぴこです。

０全力をUIしてやったZ7ら、負

　

けてもｰはありません。

０岫としーつの舅が二人ずつ

　

っぎつざと出てくる。

○なにやら叫びながらの一行。

　

聴。

○栄えの大貫で７．

０カップやイカを材科とした酒

　

のさかなでず。

肺になる４つてしまう誌

　

多い。

○アメリカの屈皿艦上眼薦楊の

　

名前。

　

・

１２－”㎜
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●新患者帝

・
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膏削曹

厚岸郡厚岸町

－
1
1
1
1
F
J
－

一
一
こ
．
‥
一

吉嶋ス工

-
ｔ
:
?
■
:
ｕ
．
"
？
■
：
■
･
･
･
■
-
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T
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-
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-
-

１３－
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>
i
l
i
i
≪
a
i
i
!
≪
ｆ
ｆ
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１
１
１
.
Ｔ
r
r
｡
ｖ
>
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;
≪
≪
i
二

･つ

号

;
.
I
｡
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"
｡
≪
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'
■
:
i
<
H
ｎ
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≪
Ｈ
'
!
｡
>
-
!
i
g
一
m
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･
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｡
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Ｗ
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I
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Ｓ
＾
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Ｘ
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Ｉ
ｌ
ｉ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
'
t
ｆ
ｇ
ｌ
ｉ
'
-
:
)
!
!

篇
病
夢
丁
釧
路
支
部
の
事
務
局
長
こ
辰
郎
小
夜

子
さ
ん
が
辞
意
を
申
し
出
ら
れ
た
閲
係
で
、
難

病
連
・
釧
路
支
部
の
事
務
局
を
、
当
分
の
間
、

次
の
と
お
り
変
更
し
ま
し
た
■
>

Ｊ
Ｕ
ｉ
Ｋ
Ｓ
町
上
田
弘
方

阿寒郡阿寒町

森本時雄

標津郡別海町

1

1

1

1

1

－

‐

－

Ｉ

―

－

－

Ｉ

Ｃ

‐

－

八
月
号
の
「
た
ん
ち
ょ
う
」
を

読
ん
だ
会
員
の
方
か
ら
の
感
想
が

届
き
ま
し
た
．

・
シ
ャ
ン
ト
「
全
道
集
会
に
参
加

し
て
」
を
一
読
し
て
．
大
変
一

義
の
あ
る
内
容
で
あ
る
と
共
に

こ
れ
か
ら
の
身
障
者
に
大
い
な

る
光
を
与
え
た
．

・
佐
藤
氏
の
「
総
会
に
出
席
し
て

」
は
、
極
め
て
状
況
を
把
握
し

て
お
り
、
私
も
こ
の
意
見
に
は

大
い
に
賛
同
致
し
ま
す
．

協
立
病
院
・
Ｆ
氏

青田武

釧路市

◆転院◆

長岡久雄く日赤心林田）

◆死亡◆

佐々本鎖雄（日赤）
平成元年Ｓ月３１日死亡
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